
 
 
 

 

 

    

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大内七夕まつり 
天の川に隔てられた織姫と彦星が年に一度逢う

ことができるという７月７日。七夕には、笹竹に

願いごとを書いた短冊をつるすという風習が古く

から行われてきました。 

伝承センターのまなび館では、７月１日（金）

から８月７日（日）まで、商家町家の吹き抜け空

間を生かした、「大内文化」をテーマにした七夕飾

りを行います。 

 野田学園幼稚園児が飾りつけた大内人形七夕、

山口ちょうちん七夕やほたるもん七夕、和布七夕

などを飾りつけます。大内氏歴代当主が詠んだ和

歌の短冊を飾った「大内のお殿さま和歌七夕」に、

大内文化について紹介するビデオを上映、時をこ

えて「大内文化」をあじ

わえる場に。ご来館の折

には大内人形短冊に願い

事を書いて飾り、季節の

行事を楽しんでみてはい

かがでしょうか。 

 
 

 

 
の行事で、町内会に入っている伝た。 

 山口ふるさと伝承総合センター 

 伝承センター通信  
                   

 

５月 25 日に、大内文化街道まちなみ協議会の平

成 28 年度総会を開催しました。昨年山口市に提出

したまちづくり構想を基に、今後は具体的な提案を

していくための活動をしていきます。山口市も実現

に向けて動き出しているとの報告もありました。 

 協議会には、特定地域内の町内会長が参加してお

り、新しく会長になられ、今回初めて参加される方

も多くいらっしゃいました。この協議会内で話し合

われたことを、それぞれの町内会に持ち帰り、話題

にしていただければ、より良いまちづくりの気運が

高まると思います。 

「住む人に心地よい街は 

来られる方々にもきっと 

優しい」という基本理念 

のもと、住民主体のまち 

づくりのために協議して 

いきたいと思います。 

 

 

 

         まちづくりNEWS ◆ミニ暮音小路◆ 

指定管理者 ～NPO 法人山口まちづくりセンター～ 

一
の
坂
川
一
帯
で
の

ホ
タ
ル
飛
翔
の
時
期

に
あ
わ
せ
、
５
月

２８

日
ほ
た
る
祭
り
を
開

催
、
伝
承
セ
ン
タ
ー

で
は
子
ど
も
達
の
作

品
展
や
陶
芸
の
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
ホ

タ
ル
に
ち
な
ん
だ
催

し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
 

陶陶陶芸芸芸品品品のののチチチャャャリリリテテティィィーーー販販販売売売   

大大大殿殿殿小小小児児児童童童ににによよよるるる作作作品品品展展展示示示   
ララランンンプププシシシェェェーーードドド   

各各各教教教室室室作作作品品品展展展示示示・・・販販販売売売   

おおお茶茶茶席席席   

和裁（浴衣） 

                  

平成 28 年 

７月 
                  



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

                      

 

 

 
 
 

  
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込受付 7 月 17 日（日）9 時～（そば打ち体験受付は

7月 20日（水）まで）        

 伝
承

セ
ン

タ
ー

教
室

紹
介

 

竹
細

工
教

室
 

山
口

県
は

日
本

で
も

有
数

の
竹

の
産

地
で

す
。

日
本

人
と

竹
と

の
関

わ
り

は
古

く
、

縄

文
時

代
の

遺
跡

か
ら

も
竹

を
素

材
と

し
た

製

品
が

出
土

し
て

い
ま

す
。

し
な

や
か

で
あ

り

な
が

ら
強

靭
な

竹
は

、
様

々
な

用
途

に
活

用

で
き

ま
す

。
竹

は
、

ま
さ

に
自

然
か

ら
の

恵

み
で

あ
り

、
私

た
ち

に
と

っ
て

な
く

て
は

な

ら
な

い
身

近
な

存
在

で
し

た
。

し
か

し
、

近

年
は

、
里

山
の

厄
介

者
と

な
り

竹
害

が
問

題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

か
ご

を
編

み
な

が
ら

、

作
る

楽
し

さ
と

同
時

に
、

竹
の

手
触

り
、

竹

で
な

け
れ

ば
味

わ
え

な
い

温
み

等
々

・
・

・
 

竹
製

品
の

よ
さ

を
実

感
し

て
い

た
だ

け
た

ら

と
思

い
ま

す
。

 

田
中

勉
先

生
の

指
導

に
よ

り
、

前
期

教
室

で
は

亀
甲

盛
皿

を
、

後
期

教
室

で
は

六
ツ

目

盛
籠

を
作

り
ま

す
。

竹
の

し
な

や
か

さ
・

力

強
さ

・
繊

細
さ

を
感

じ
な

が
ら

あ
な

た
だ

け

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

亀
甲

盛
皿

を
作

り
ま

し
ょ

う
。

後
期

教
室

で
は

、
編

み
方

だ
け

で
は

な

く
、

竹
の

割
り

方
、

曲
げ

方
、

削
り

方
な

ど

竹
の

扱
い

方
も

で
き

る
だ

け
体

験
で

き
る

よ

う
に

企
画

し
て

い
ま

す
。

教
室

に
修

了
さ

れ
、

自
分

の
手

で
竹

を
割

り
、

ヒ
ゴ

を
と

り
、

自
分

の
作

り
た

い
作

品
に

挑
戦

し
て

み

た
い

と
い

う
方

の
た

め
に

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

教

室
を

設
け

て
い

ま
す

。
一

緒
に

竹
細

工
を

楽

し
み

ま
し

ょ
う

。
（

前
期

教
室

は
４

月
～

７

月
、

後
期

教
室

は

10月
～

２
月

の
各

８
回

コ

ー
ス

、
後

期
は

９
月

17日
か

ら
申

込
受

付
開

始
、

市
報

９
月

15日
号

掲
載

予
定

）
 

受
講

生
の

感
想

 

・
完

成
ま

で
は

大
変

と
思

っ
た

が
、

や
り

は

じ
め

た
ら

楽
し

く
作

品
を

製
作

す
る

こ
と

が

出
来

た
。

 

山口ふるさと伝承総合センター発行 

〒753-0034  山口市下竪小路 12  

TEL 083-928-3333  FAX 083-932-1877 

E-mail y-densho@c-able.ne.jp 

URL http://y-densho.sblo.jp/ 

 

館内見学時間 

9:00～17:00  

入場料  無料  

 

７月スケジュール（無休）                 

ものづくり教室・体験講座  参加者募集             

そば打ち体験 
打ったそば 3 人前をお持ち帰りいただきます。 

日 時：毎月最終週、7 月は 28 日（木）13:30～16:00  

定 員：14 名（抽選にて選定） 

体験料：1000 円（材料費含む） 

陶芸絵付け体験 
素焼きの皿に絵付けをします。 

日 時：7 月 31 日（日）14 時～16 時 

定 員：先着 20 名（小学生以下は要保護者同伴） 

体験料：1 皿 800 円(1 人 2 枚まで) 

布ぞうり講座   
古布を使い布ぞうりを半足編みます。（道具を貸し出
し、自宅で残り半足を作成。道具販売可） 
日 時：7 月 30 日（土）、31 日（日） 

10 時～15 時 
講 師：矢野 喬氏（布草履工房主宰） 
定 員：各日先着 10 名 

（小学生は要保護者同伴） 

受講料：1000 円 

 

・
 

夏休みものづくり体験・木工   

ｵﾘｼﾞﾅﾙのｲｰｾﾞﾙ付 3WAY 額縁（A4 

ｻｲｽﾞ）を作ります。 
日 時：7 月 24 日（日） 

①10 時～12 時 ②13 時～15 時 
対 象：小学生①②各回 20 名 

（要保護者同伴） 

材料費：1000 円 

フ
ォ

ト
ス

タ
ン

ド
 

と
し

て
 

黒
板

、
ホ

ワ
イ

ト
 

ボ
ー

ド
に

も
 

募集中 


